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概 要

事業概況説明書プログラムは、法人の事業概況について必要なデータを画面上で入力し、

白紙Ａ４コピー用紙にプリントするものです。

・データ入力時には画面上に概況説明書の様式をそのまま表示し、選択項目はラジオボタン

またはチェックボックスになっていますので、必要な項目に入力を行うだけで簡単に

作成することができます。

・法人名・納税地・電話番号・整理番号・事業年度・会計読期間は[1100]ＧＰ申告情報登録

より転記してきます。

・表面から裏面、裏面から表面、と入力画面の行き来が簡単にできます。また、入力画面

からプレビュー(印刷確認)や印刷ができます。

・同一ユーザコードの会計(仕訳)データを表面の｢主要科目｣、裏面の｢月別の売上高等の

状況｣の金額欄に読み込むことができます。

また、会計読込み科目コードは自由に設定できます。
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操作の流れ

● 呼び出し方

１）Ｆ９ 申告・個人・分析を選択します。

２）事業概況説明書のプログラムを選択します。

140 Enter を押します。

※昨年度からのデータを繰り越して使用する

場合は、[97]新ＧＰ年度更新を実行してから

作業してください。

● 入力方法

１ 「ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ」を入力します。）

※ユーザコードを入力すると、登録している

ユーザ名と年度を表示します。

新規登録の場合は「年度」及び「ユーザ名」

を入力します。

２ 「１」入力・訂正を選択します。）

３）左図の画面より入力する用紙を選択して

データの入力を行います。

※事業概況説明書の入力用紙選択メニューから 年更新 (Ｆ２) を押すことで、

[97]ＧＰ年度更新プログラムを呼び出して年度更新作業を行うことができます。
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● プリント方法
※出力を行います。

１) 「２」プリントを選択します。

２) 左図の画面より出力用紙を選択します。

印字位置を調整するには１表のみ指定してください。

３) オフセット調整を実行し、印字位置を調整します。

㎜上にずらす場合 － ○○

㎜下にずらす場合 ＋ ○○

㎜左にずらす場合 － ○○

㎜右にずらす場合 ＋ ○○

※調整値はプリンタごとに記憶します。

オフセット調整とは ･･･

ページプリンタでに出力する際、印字がズレる場合に印字位置を調整することができる

機能です。詳しくはオフセット調整の操作(P.17)をご覧ください。
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入 力

各キーの機能

各キーには以下の機能があります。

【項目を移動するキー】

Ｅｎｔｅｒ 次項目に進みます。

次項目に進みます。→

ＴＡＢ １項目前に戻ります。←

１行下に進みます。↓

１行上に戻ります。↑

【訂正時に使うキー】

１文字ずつカーソルが移動します。← →

Delete カーソルの文字を１文字ずつ消します。

Back Space カーソルの１文字前の文字を消します。

ＥＮＤ カーソルの文字以降を全部消します。

抹 消 （Ｆ４） １項目に入力されたものを全部消します。

Shift ＋ → 後 → ← 訂正したい文字のある項目にカーソルを止め
項目内でカーソルが移動できます。

【画面を切り替える時に使用するキー】

Home 画面サイズを変更します。

Page Down Ctrl ＋ ↓ 画面を下へ移動(スクロール)します。

Page Up Ctrl ＋ ↑ 画面の上へ移動(スクロール)します。

Ctrl ＋ Page Down

Ctrl ＋ → 画面を右へ移動(スクロール)します。

Ctrl ＋ Page Up

Ctrl ＋ ← 画面を左へ移動(スクロール)します。

Page Down 複数頁入力できる表の場合、次頁へページめくりします。

Page Up 複数頁入力できる表の場合、前頁へページめくりします。
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【計算するキー】

演 算 （Ｆ７） 入力した金額を集計し、計算結果を表示します。

【データ読み込みで使用するキー】

会 計 読 （Ｆ３） 指定した会計データ読み取り期間で、同一ユーザコード

の会計データを読み込みます。

Ｇ Ｐ 申 告 （Ｆ８） 同一ユーザコードの[1100]ＧＰ申告情報登録の法人登録
画面を呼び出します。

【登録や終了時に使うキー】

終 了 （Ｆ５） 入力したものを登録します。

登録が終了すると最初の画面に戻ります。

【記憶に使うキー】

Insert 入力してある項目を記憶し、他の項目欄にコピーします。

＜操作方法＞

××銀行 1）コピー元の項目にカーソルを移動し Insert を

△△銀行 押します （記憶します）。
■

2）コピー先の項目（空欄）にカーソルを移動し

ここへコピーする方法 Insertを押しますと、コピー元の項目の内容が
コピー先の項目へ表示します。

住所入力の便利な機能

７桁郵便番号変換ができます （全プログラム共通）。

例）東京都千代田区神田松永町と入力する場合：郵便番号は「101-0023」です。

１）101-0023 と入力し、スペース を１～２回押します。

画面左下の表示が
101-0023 → 東京都千代田区神田松永町 → 千代田区神田松永町

の順で変換します。

２）上記のように変換していきますので Enter を押して決定します。

残りの住所は手入力となります。

※ Windowsの漢字変換の設定により変換できる場合とできない場合があります。
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マウス機能

【 よく使用する文字の登録 】

例）裏面の税理士氏名の項目に、税理士

「 」 。名を 税理士 太郎 と登録します

。1)項目に登録したい文字を入力します

2)登録する文字を表示したらマウス

ボタンの右をクリックします。

3)マウスメニューより

「選択リストへ登録」を選択します。

4)再度、マウスボタンの右をクリックした際にマウスメニューに「登録した文字」を表示したら

登録完了です。 尚、登録した文字は登録順に保存していきます。

※登録データを削除するには※

マウスの右ボタンをクリックし 「選択リストから削除」にマウスを合わせると登録してある、

文字を表示しますので、削除する登録をクリックしてください。

【 [コピー］[貼り付け] 】

任意の語句を一時的に記憶し、別の項目へコピーすることができます。

（語句の記憶は同一表内に限ります ）。

1)［コピー］を選択します。→ 2)コピーする項目に移動 → 3) [貼り付け]を選択します。

コピーを選択

コピーする項目に
カーソルを移動

貼り付けを選択

選択リスﾄへ登録
を選択
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入力画面の説明

＊全システムで共通の、法人名・電話番号・法人番号・整理番号・事業年度・会計読期間は、

[1100]ＧＰ申告情報登録より転記してきます。

法人名等の登録・訂正は[1100]ＧＰ申告情報登録で行うことになります。

表面の入力画面 GP申告 （Ｆ８）ボタンより呼び出せます。

法人名等の表示がない場合や訂正の際にはこのボタンからＧＰ申告情報登録をご確認

ください。

＊グリーンの はウィンドウを開くボタンになっています 『サブミット』と呼びます。。

マウスの矢印をあわせて左クリックを１回押しますと、各項目に応じた選択画面を開く

ことができます （サブミットにカーソルが止まった際にスペースを押しても画面を。

開くことができます ）。

例)コード設定
クリックするとコード設定

ウィンドウが開きます。
各項目に応じた画面を開きます。



- 8 -

＊ピンクの はチェックボックスとなっています。□

該当する場合はマウスを合わせて左クリックを１回押しますと をつけることができます。ν

（ 枠にカーソルが止まった際にスペースを押しても ）□ ν を付けることができます。

＊グリーンの はラジオボタンとなっています。○

該当する項目にマウスを合わせて左クリックを１回押しますとその項目に が付きます。

選択の解除は 抹消 （Ｆ４）又は ＥＮＤ キーにて行います。

(ラジオボタンにカーソルが止まった際にスペースを押しても 付け/解除ができます ）。

＊グレー枠 は自動計算(または表示)枠です （手入力はできません ）。 。

＊オレンジ枠 は自動計算(または表示)枠ですが手入力もできる枠となっています。

手入力後は黄色枠 に変わります （手入力データ優先）。

手入力データを消す場合は 抹消 （Ｆ４）又は ＥＮＤ を押します。

グレー枠は自動計算(表示)です。（手入力はできません。）

オレンジ枠は手入力もできる枠です。

手入力した場合は黄色の枠に変わります。

[ ピンクの チェックボックス ]
マウスでクリックするとチェックマーク

を付けることができます。

[ グリーンの ラジオボタン ]
選択項目で該当箇所をクリックします。

選択したものに●が付きます。
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＊ 拡大表示 標準表示 縮小表示 は画面サイズを３段階の大きさに切り替えることが

できます。キーボードの Home でも操作可能です。

＊表面プレ および 裏面プレ は印刷イメージ(プレビュー)を画面で見ることができます。

印刷イメージを画面で表示する場合にマウスを合わせ左クリックを１回押してください。

※印刷イメージの画面は、 拡大 ・ 縮小 を押すことにより３段階に表示倍率が変わります。

＊表面印刷 および 裏面印刷 は各表の白紙印刷ができます。

白紙印刷をする場合にマウスを合わせて左クリックを１回押してください。

印刷イメージを画面で

見ることができます。

入力画面から白紙印刷ができます。

画面サイズを３段階の大きさに切り替えられます。

マウスで左クリックすると

印刷イメージを表示します。
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11 概況書（表面）

法人名･納税地･電話番号･整理番号･事業年度･会計読期間は[1100]ＧＰ申告情報登録より転記

。 。します 登録･訂正を行う場合は GP申告 (Ｆ８) ボタンを押してデータを入力してください

会計データを読み込む場合は、 （Ｆ３）ボタンを押します。

会計読期間は［1100］ＧＰ申告情報登録から転記します。

会計読み込みで合併データがある場合は のサブミットをクリックして

読み込みする会計データのユーザコードを指定します｡（会計読み詳細はP.18参照）

法人名は[1100]GP申告情報登録から転記しますが手入力も可能です。
表示を均等割付する時等、手入力で訂正していただけます。

裏面の入力画面を開くことができます。

会計データを読み込む際の

科目コードを設定できます。

会計読

合併

ＧＰ申告情報登録の法人登録画面を呼び出し

法人名等の登録・訂正ができます。

会計データを読み込みます。読み込み期間指定

および合併データの指定を先に行ってください。
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11:概況書（表面）･･･機能説明

項 目 文字・桁数 機能説明

会計読期間 自動表示 [1100]ＧＰ申告情報登録から転記します。

同一ユーザコードの会計(仕訳)データから金額を読み込む

場合に期間を確認します。

合併 ｻﾌﾞﾐｯﾄ 各6桁 会計データ読込をする場合で合併データがある時のみ使用

します。合併するユーザコードを10件まで指定できます。

事業年度 自動表示 [1100]ＧＰ申告情報登録の法人登録データを表示します。

整理番号 訂正等は GP申告 （Ｆ８）ボタンで法人登録を呼び出して

法人番号 行うことができます。

電話番号

。法人名 自動表示 [1100]ＧＰ申告情報登録から転記しますが手入力も可能です

全角20文字

屋号 全角10文字

自社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

有無

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 各半角36文字 2行入力できます。

事業内容 各全角13文字 7行入力できます。

国内支店・店舗数 3桁

海外支店・店舗数 3桁

所在地国１ 全角10文字

従業員数 3桁

所在地国２ 全角10文字

従業員数 3桁

国内子会社の数 3桁

海外子会社の数 3桁

うち出資割合が 2桁

50％以上の海外

子会社の数

子会社名称 各全角10文字

出資割合(％) 各3桁 出資割合は小数点を含めて3桁入力可。

取引種類 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

輸入相手国 全角9文字

主な商品 全角9文字

取引金額 6桁 取引金額を百万円単位で入力します。

輸出相手国 全角9文字

主な商品 全角9文字

取引金額 6桁 取引金額を百万円単位で入力します。

輸出入以外の海外 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

取引

取引内容 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

全角12文字 ｢その他｣の場合、内容を入力します。

期末従事員の状況 各全角6文字

人数 5桁

賃金の定め方 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

社宅・寮の有無 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○
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項 目 文字・桁数 機能説明

ＰＣの利用 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

ＰＣのＯＳ ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

全角各8文字 ｢その他｣の場合、内容を入力します。

ＰＣの利用形態 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

会計ソフトの ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

利用等

会計ソフト名 全角13文字

メールソフト名 全角13文字

電帳法適用状況 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

電子商取引 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

販売チャネル ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

株主又は株式所有 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当項目を選択します。□

異動の有無

現金管理者氏名 全角9文字

代表者との関係 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

通帳管理者氏名 全角9文字

代表者との関係 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

試算表の作成状況 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

｢おおむね 月ごと｣の場合、月数を入力します。

源泉徴収対象所得 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

消費税 10桁 当期課税売上高を千円単位で入力します。

当期課税売上高

経理方式 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

社内監査実施の ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

有無 全角各10文字 2行入力できます。

役員又は役員報酬 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

額の異動の有無

主要科目 各11桁 各科目の金額を千円単位で入力します。

の項目は同一ユーザコードの会計データから金額を

読み込むことができます。(読込後の書き換えも可。)

売上総利益 自動表示 ｢売上(収入)高－売上(収入)原価｣を自動表示します。

11桁 上書き入力も可能です。

純資産の部合計 自動表示 ｢資産の部合計－負債の部合計｣を自動表示します。

11桁 上書き入力も可能です。

代表者に対する 各11桁 報酬/貸付金/仮払金/賃借料/支払利息/借入金/仮受金の

報酬等の金額 各金額を千円単位で入力します。
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12 概況書（裏面）

15税理士の関与状況は手入力項目ですが、税理士氏名、事務所所在地、電話番号は

読込 ボタンをクリックすることで [1100]ＧＰ申告情報登録から読み込むこともできます。

(読込み後の訂正も可能です。)

表面の入力画面を開くことができます。

会計データを読み込む際の

科目コードを設定できます。

(1)兼業の状況は電子申告に合わせた入力形式になっています。
兼業状況について(兼業種目2行／兼業割合)を3つ入力できます。

[1100]GP申告情報登録の税理士氏名･事務所所在地･電話番号
を読み込む場合は、 ボタンをクリックしてください。

グレー枠は、会計データを読み込んだ時に各項目の読込み計を表示します。

オレンジ枠は各項目のタテ計を表示します。

千円単位での表示のため、グレー枠の会計データ計とオレンジ枠のタテ計と

では誤差が生ずる場合があります。

その場合はオレンジ枠のタテ計を訂正できます。

(金額訂正後は黄色枠に変わります。)

読込
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12:概況書（裏面）･･･機能説明

項 目 文字・桁数 機能説明

兼業の状況 各全角25文字 兼業割合について3つ入力できます。

兼業種目 ひとつにつき兼業種目2行と兼業割合の入力枠があります。

兼業割合％ 5桁 兼業割合は小数点を含めて5桁入力可。

事業内容の特異性 各全角33文字 10行入力できます。

売上区分 各5桁 現金売上/掛売上の各割合を入力します。

小数点を含めて5桁入力可。

主な設備等の状況 各全角30文字 18行入力できます。

決済日等の状況 各全角8文字

帳簿類の備付状況 各全角17文字 帳簿書類の名称を入力します。14行入力できます。

税理士氏名 全角15文字 手入力項目ですが、 読込 ボタンをクリックすることで

事務所所在地 全角23文字 [1100]ＧＰ申告情報登録から税理士氏名･事務所所在地･電話

電話番号 5桁-4桁-4桁 番号を読込みます。(読込後の書き換えも可。)

関与状況 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 該当するものに を入力します。□ ν

加入組合等の状況 各全角30文字

役職名 各全角24文字

営業時間 各2桁

定休日 ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ 該当項目を選択します。○

曜日 全角4文字

日 全角6文字

月別の売上高等の の項目は同一ユーザコードの会計データから金額を

状況 読込みます。会計データ読込を行った場合、月も読込み

ます。(読み込み後の書き換えも可。)

月別 各2桁

売上項目名 各全角7文字

仕入項目名 各全角7文字

項目名 各全角5文字 2行入力できます。

各金額 各10桁 各項目の金額を千円単位で入力します。

源泉徴収税額は円単位で入力します。

従事員数 各5桁

計(上段) 自動表示 会計データ読込みした場合、各集計科目の期末残高を直接

会計データから読み込んで参考表示します。

※計は下段の金額をプリントします。

計(下段) 自動表示 各項目の縦計を自動表示します。

各10桁 上書き入力も可能です。

前期の実績 各10桁

従事員数 5桁

当期の営業成績の 各全角40文字 5行入力できます。

概要

年末調整書類の ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ (1)～(5)当該項目を選択します。○

電子化状況 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ (6)該当するものに を入力します。□ ν
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プリント

１）事業概況説明書の業務選択で

｢２：プリント」を選択します。

２）プリントを行う用紙を選択します。

用紙番号 Enter を押します。

・複数枚の表をプリントしたい場合は、続けて

No.を入力します。

・指定を変更する場合は、再度用紙No.を指定

します。白黒反転が解除されます。

３）用紙の指定が終了しましたら

空 Enter を押します。

４）指定した用紙について､データが入って

いない表をプリントするかしないかを

指定します。

ﾌﾟﾘﾝﾄする場合 … １ Enter

ﾌﾟﾘﾝﾄしない場合 … ２ Enter

用紙番号・・・ 21］［

５）印刷枚数を指定します。

枚数 Enter を押します。

データのない表の印刷 1.いる 2.いらぬ･･[2] ６）用紙の種類を指定します。

印刷枚数････････[ 1]枚 連 帳 の 場 合 … １ Enter

1.連帳 2.単表･･･[ 2] 単 表 の 場 合 … ２ Enter

※ページプリンタでの出力は単表ですが、

連帳の指定を行うと続けてプリントできます。

ｵﾌｾｯﾄ ７）印字位置をずらす場合に使用します。1.再調整して印刷 2.調整値を使って印刷 ･･･

そのまま印刷する場合… ２ Enter

(※印字位置調整方法は後頁参照)
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８）印刷項目設定を表示します。

『印刷しない項目』を指定します。

９）印刷の設定が終了したら 終了 (Ｆ５)

を押し、画面を閉じます。

10 “エンターキーで印字開始します”の）

対話が出ます。

エンターキーで印字開始します。 ﾌﾟﾘﾝﾄする場合 … Enter

中止する場合 … 終 了 (Ｆ５)
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ページプリンタのオフセット調整の操作(印字位置調整)

ページプリンタにて出力作業を行う場合、用紙の裁断等により印字がずれる場合があります。
印字がずれた場合には「調整」を行います。（部分的な調整は行えません。）
オフセットにおいては、各プログラムのプリンタごとにオフセット調整を行い、記憶させる
ことができます。
印字位置の調整が必要な場合はオフセットの対話で、１.再調整して印刷を選択してください。

（※プリンタが複数台ある場合にはプリンタごとに設定が必要です。また、プログラムが
変わった際にも設定が必要です。）

印字がずれたら、以下の手順で作業を行ってください。
調整は１表ずつ指定して行ってください。(複数用紙を選択した場合、対話を表示しません。)

１）あらかじめデータを入力しておきます。

２）「２：プリント」を選択します。

３）用紙番号を１表のみ指定して進めると、
ｵﾌｾｯﾄの対話を表示します。

ｵﾌｾｯﾄ 1.再調整して印刷
2.調整値を使って印刷 ･･･ 2

４）「１」再調整して印刷を選択します。

５）左図画面を表示します。
調整するプリンタ名と帳票名を表示しま
すので、確認し調整をしてください。

例） 1,234,567
上に5mm

右に5mm

６）各用紙を１枚ずつ印字し、印字のズレ具合
(上下左右に何mm)を確認します。

例）縦方向
上に5mmズレていた(下に移動) ７）調整画面にて印字ズレの 入力します｡数値を
→ ５ (左図例を参照ください。)
下に5mmズレていた(上に移動)
→ －５ 設定が完了したら、 終･HOME （Ｆ５）で

書き込みます。
例) 横方向
左に5mmズレていた(右に移動)
→ ５
右に5mmズレていた(左に移動) ８）出力の対話に戻ります。
→ －５

プリントオフセット調整値を設定してプリントを行っても、用紙のセット位置が給紙装置の
状態等により、印字がズレる場合がありますのでご了承ください。
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会計データ読み込み及び科目コード表
。事業概況説明書プログラムには、会計データ読み込み科目コードの初期登録を設定してあります

(会計データで他社コードを使用している場合、自動的に他社コードを表示します。)

初期設定は自由に変更できます。また、ユーザ単位でのコード設定も可能です。

科目設定初期登録

全ユーザ共通の科目コード設定は初期登録にて行います。この初期登録は、新規に事業概況説

明書データを作成した場合に反映します。

科目設定はあらかじめ設定(P.21～22参照)してありますが、変更する場合は以下の手順で表面

・裏面それぞれで設定を行ってください。

１）入力用紙選択メニューの2ページ目を開き

ます。

Ｆ８ (後頁)又は PageDown キーを

押します。

２）91又は92を選択します。

例 『表面』の設定を変更する場合）

91 Enter

３）左図の初期設定画面を表示します。

変更する項目へカーソルを移動して科目

コードを指定します。

科目コード 科目コード

↑

範囲指定の場合はマイナスを入力します。

【１科目のみの指定方法】

例）売上高に｢501｣のみを設定

501 Enter 空 Enter 空 Enter

【２科目の指定方法】

例）売上高に｢501と503｣を設定

501 Enter 空 Enter 503 Enter

【複数科目の範囲指定方法】

例）売上高に｢501～504｣を設定

501 Enter － Enter 504 Enter

４）設定が完了したら、 終了 (F5)キーを

押します。

※範囲指定をする場合のご注意※

会計データ読み込みは科目コード表順に設定を見ています。そのため指定によっては意図した

ものと集計が異なる場合があります。必ず科目コード表を確認しながら行ってください。

例）原材料費で901-907と指定した場合

会計データ読み込み科目は(901-906､908-909､961-969､9011-9019､907)のすべてを集計。
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ユーザ単位での科目設定方法

初期設定とは別に、各ユーザコードごとに会計データの読み込み科目コードの設定をすること

ができます。会計データで他社コードを使用している場合、自動的に他社コードを表示します。

ユーザコードごとの科目設定は表面・裏面それぞれ、以下の手順で行ってください。

１）各ユーザコードを指定して入力用紙選択

メニューより、科目コード設定を行う表

11又は12を選択します。

例 『表面』の設定を変更する場合。）

11 Enter

２）各面の入力画面右上にある を

左クリック。ユーザごとの科目設定画面

を表示します。

３）変更する項目へカーソルを移動して

科目コードを指定します。

科目コード 科目コード

↑
範囲指定の場合はマイナスを入力します。

【１科目のみの指定方法】

例）売上高に｢501｣のみを設定

501 Enter 空 Enter 空 Enter

【２科目の指定方法】

例）売上高に｢501と503｣を設定

501 Enter 空 Enter 503 Enter

【複数科目の範囲指定方法】

例）売上高に｢501～504｣を設定

501 Enter － Enter 504 Enter

４）設定が完了したら、 終了 (F5)キーを

押します。

※ 初期値 (F8)キーを押すことで、科目設定を初期設定に戻すことができます。

※範囲指定をする場合のご注意※

会計データ読み込みは科目コード表順に設定を見ています。そのため指定によっては意図した

ものと集計が異なる場合があります。必ず科目コード表を確認しながら行ってください。

例）原材料費で901-907と指定した場合

会計データ読み込み科目は(901-906､908-909､961-969､9011-9019､907)のすべてを集計。

ｺｰﾄﾞ設定
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会計データ読み込み方法

同一ユーザコードの会計データを読み込むことができます。

手順 １）表面、裏面それぞれの をクリックして読み込み科目設定を確認します。

２）表面の｢ ｣を確認します。会計読期間

※訂正はＧＰ申告情報登録で行います。

３）会計データに合併するデータがある場合は、表面の をクリックして合併

するユーザコードを指定します。

４） 会計読 (F3)を押すと、会計データから金額を読み込みます。

※読み込み科目コード設定を行った場合は、会計データを読み込み後に試算表と読み込み

金額をご確認ください。

ｺｰﾄﾞ設定

合併

会計読期間を確認します。

会計データで合併するデータがある場合は

ユーザコードを指定します。10件まで合併可能です。

２

３

表面、裏面それぞれの会計データ

読み込み科目設定を確認します。

１

４会計データ読み込みを
実行します。



会計データ読み込み科目コード表
事業概況説明書の中で、会計コードと連動している項目・集計コードの一覧です （ＴＡＣコード）。
会計データ読み込み後は、試算表を基に集計金額を確認してください。

表 面 （初期値）

純資産の部合計

-
2
1
-



裏 面 （初期値）

「計」の集計

「計｣上段は会計データより
集計科目の期末残高を参考
表示します｡
用紙へは「計｣下段の金額を
プリントします。

-
2
2
-
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年度更新 繰越内容

概況書（表面）

各繰越内容により以下の枠で表示してあります。

ＧＰ申告情報登録の
･･･データをそのまま移行 ･･･データクリア ･･･ 法人登録より転記
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概況書（裏面）

･･･データをそのまま移行 ･･･データクリア ･･･前年計を｢前期の実績｣へ
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